
国土交通省 北陸地方整備局
松本砂防事務所

－ 令和８年度版－

事 業 概 要
Overview of the project

－姫川水系平川・松川－
（長野県北安曇郡白馬村）

－姫川水系松川－
猿倉砂防堰堤 令和7年完成
（長野県北安曇郡白馬村）

－信濃川水系篭川－
日向山第１号床固工 令和10年完成予定

（長野県大町市）



松本砂防事務所の所掌事務及び管内区域

管内区域
□梓川流域（信濃川上流水系）

流域面積 559km2

幹川流路延長 50 km

□高瀬川流域（信濃川上流水系）
流域面積 350km2

幹川流路延長 71 km
□姫川流域（姫川水系）

流域面積 691km2

幹川流路延長 46 km

■三流域全体流域面積：約1,600km2

◆松本砂防事務所管内における常時観測火山※

３火山（焼岳、新潟焼山及び乗鞍岳）
※火山噴火予知連絡会によって選定された「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」50火山

梓川流域

高瀬川流域

姫川流域

乗鞍岳

焼岳

新潟焼山

犀川

事務所の所掌
・砂防工事：犀川（梓川）流域、高瀬川流域、姫川流域

（松本市、大町市、白馬村、小谷村及び糸魚川市）
・砂防工事（火山噴火対策）に関する調査：新潟焼山

職員数(令和８年４月１日時点)
事務官 １２名
技 官 １９名 合計３１名

※ 事業費には業務勘定を含んでいない。

Ｒ８年度Ｒ７年度Ｒ6年度水 系 名 等

当初補正当初補正事業区分

１，２３３８０１，２９３２２０直轄砂防事業信濃川上流
21箇所
（松本市、大町市）

７５６１４０６９６０直轄火山砂防事業
１，９８９２２０１，９８９２２０小 計
１，６０９６５１，５１４．５２３０直轄砂防事業姫 川

1７箇所
（白馬村、小谷村、
糸魚川市）

７５２１５８３３．９１２０直轄火山砂防事業

２，３６１８０２，３４８．４３５０小 計

４，３５０３００４，３３７．４５７０直轄砂防事業費

（単位：百万円）

直轄砂防事業費:Ｒ７補正＋Ｒ８当初 ＝４，６５０（百万円）

令和８年度 事業費

整備済み箇所数事業箇所数総事業費事業期間事業名

１６箇所
（令和２年度末時点）

６３箇所４７３億円平成２２年～
令和１２年

信濃川上流水系直轄砂防事業

３１箇所
（令和６年度末時点）

７０箇所９７６億円平成２２年～
令和２３年

姫川水系直轄砂防事業
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信濃川上流域の概要 ～信濃川上流水系直轄砂防事業～

高瀬川流域
●高瀬川流域は、大町市街地のほか、流域内には集落、
観光施設、重要交通網である国道147号が整備され
ています。

●流域は中部山岳国立公園に指定された自然環境豊
かな地域です。

梓川流域
●梓川流域には、松本市街地のほか、流域内には集落、
観光施設、重要交通網である国道158号が整備され
ています。

●流域は中部山岳国立公園に指定された自然環境豊
かな地域であり、特に上高地は良好な自然環境・景観
を有した日本でも屈指の観光地です。

計画基準点
（高瀬橋）

計画基準点
（新淵橋）

鹿島川

篭川

黒川

島々谷川

梓川(上高地)

奈川

前川

小大野川

湯川

霞沢 ▲

▲

158

147

国道147号

国道158号

北
ア
ル
プ
ス

○

大町市

JR大糸線

○

○

安曇野市

松本市

乗鞍岳

焼岳

槍ヶ岳
犀川

梓川流域

高瀬川流域

●崩壊多発地帯（厳しい気象条件、活火山による温泉作用）

●急流河川（平均河床勾配：梓川1/20、高瀬川1/13）

●多雨地帯（年間降水量：梓川上流域約2,800mm）

土砂が生産・流出しやすい自然条件

計画基準点
（高瀬橋）

計画基準点
（新淵橋）

鹿島川

篭川

黒川

島々谷川

奈川

前川

小大野川
湯川

霞沢 ▲

▲

158

147

国道158号

○
大町市

○

○

安曇野市
松本市

乗鞍岳

焼岳

槍ヶ岳
犀川

梓川流域

高瀬川流域

■平成14年 下白沢土石流災害

■昭和20年 島々谷川災害

島々集落での土砂氾濫状況

■昭和44年 高瀬川土砂氾濫災害
葛温泉災害前

葛温泉増水時

県道上高地公園線の被災状況

■平成23年 産屋沢土石流災害

－信濃川上流域における主な土砂災害－

島々集落での土砂・洪水氾濫

梓川
(上高地)
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姫川流域
●姫川は、長野県白馬村、小谷村、新潟県糸魚川市の１市
2村を流下します。姫川扇状地上には糸魚川市街地、流
域内には集落、観光施設等が広がっています。

●流域内には、重要交通網である国道148号、JR大糸線
が、姫川本川に沿って整備されています。

●流域の一部は、中部山岳国立公園、上信越高原国立公
園に指定される自然環境豊かな地域です。

●崩壊多発地帯
（糸魚川-静岡構造線を境に、東側はフォッサマグナに属し、新 第三紀

層となっており、地すべり活動が活発。西の北アルプス側は、古生層
の古期岩類からなり、脆く崩れやすい。）

●急流河川（平均河床勾配：姫川本川1/16）

●多雨地帯

（年間降水量：姫川上流域約1,900m、下流域約2,800mm、

年間積雪深：約100cm）

計画基準点
（山本橋）

根知川

小滝川

大所川

松川

平川

浦川

糸魚川市

小谷村

白馬村

JR大糸線

姫川

▲▲

148

新潟県

長野県

姫川流域の概要 ～姫川水系直轄砂防事業～

土砂が生産・流出しやすい自然条件

計画基準点
（山本橋）

根知川

小滝川

大所川

松川

平川

浦川

糸魚川市

小谷村

白馬村

姫川

▲▲

148

■平成7年7月姫川災害

姫川温泉付近の被災状況

■明治44年8月 稗田山大崩壊

今も土砂流出が続く稗田山崩壊地

形成された天然ダム

－姫川流域における主な土砂災害－

土石流で埋まった水神宮橋

■昭和34年9月松川災害

旧北城村役場東の浸水状況

新潟県

長野県
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１．事業関係
（１）信濃川上流水系

１）梓川流域上高地 上千丈沢砂防堰堤の推進
２）梓川流域上高地 梓川河床上昇緩和対策の取り組み
３）梓川流域 境川渓流保全工（Ⅱ期）の推進
４）高瀬川流域 日向山床固工群の推進
５）高瀬川流域 丸山砂防堰堤改築の推進

（２）姫川水系
１）松川・平川流域 砂防堰堤改築の推進
２）浦川流域 浦川第９号砂防堰堤の推進
３）浦川流域におけるＩＣＴ施工（無人化施工）
４）小滝川流域 田中川砂防堰堤の推進
５）姫川流域 葛葉上流第４号床固工の推進

２．危機管理関係
1）大規模土砂災害への対応
2）大規模土砂災害対応力の強化
3）焼岳・乗鞍岳火山噴火緊急減災対策の推進

３．これまでの様々な取組
１）砂防事業の効果（信濃川上流水系梓川流域）
2）砂防事業の効果（姫川水系松川流域）
3）砂防事業の有効活用［ストック効果］（姫川水系平川・松川流域）
4）砂防事業の効果［土砂・洪水氾濫に伴う被害軽減］ （姫川水系）
5）砂防インフラツーリズム（姫川水系 おたり直轄砂防めぐり）
6）工事安全対策の強化

令和８年度 主な取り組み

事業実施箇所 ～信濃川上流水系～

計画基準点

計画
基準点

鹿島川

篭川

島々谷川

梓川

奈川

前川

湯川

霞沢

大町市

松本市

▲

▲
○

○

○

安曇野市

○

松川村

○

池田町

梓川流域

焼岳

槍ヶ岳

158

147

JR大糸線

国道147号

国道158号

犀川

かしまがわ

さいかわ

おおいと

あずさがわ

ゆかわ

かすみさわ

ながわ

しましまだにがわ

あづみの

高瀬川
たかせがわ

高瀬川流域

日向山床固工群

丸山砂防堰堤改築(Ⅱ期)

梓川本川上流床固群

八右衛門沢上流床固工群

湯川流域砂防設備改築

島々谷第６号砂防堰堤

上千丈沢床固工群

梓川流域砂防設備改築

かごかわ
篭川第３号下流砂防堰堤

鹿島川流域砂防設備改築

境川渓流保全工(Ⅱ期)

焼岳砂防設備改築

奈川流域砂防堰堤群

釜ヶ渕砂防堰堤渓岸改築

波田黒川下流第２号砂防堰堤

大冷上流砂防堰堤

篭川第１号下流砂防堰堤 鹿島川下流床固工群改築

まえかわ

大川沢第１号砂防堰堤改築

湯川上流砂防堰堤群

かごかわ

かしまがわ

かごかわ

おおつめた

おおかわさわ

まるやま

かしまがわ

ひなたやま

あずさがわほんせん

はちえもんさわ

かみせんじょうさわ

やけだけ

かまがふち

ゆかわ

ながわ

しましまだに

はたくろかわ

あずさかわ

さかいがわ

平砂防設備改築
たいら

ゆかわ

R８
事業費
【当初】
(百万円)

箇所数水系名

１，２３３１５直轄
砂防

信濃川
上流 ７５６６火山

砂防

１，９８９２１小計
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事業実施箇所 ～姫川水系～

浦川砂防設備改築(Ⅱ期)

来馬河原遊砂地

浦川第9号砂防堰堤

こたき
小滝第1号下流砂防堰堤

板倉沢砂防堰堤

おおどころ
大所第5号砂防堰堤

田中川砂防堰堤

松川流域砂防設備改築

姫川砂防設備改築(Ⅱ期)

浦川上流砂防堰堤群

大所第10号下流砂防設備改築

大久保川砂防堰堤群

大所第9号砂防堰堤

葛葉上流床固工群改築

袖ガラ沢砂防堰堤

たなかがわ

おおどころ

おおどころ

おおくぼがわ

くずは

くるまがわら

うらかわ
まつかわ

ひめかわ

うらかわ

いたくらさわ

うらかわそでがらさわ

大所川

小滝川

浦
川

姫
川

中谷川

横川

平川

楠
川

土谷川

松川

朝日岳

白馬岳

唐松岳

雨飾山
天狗原山

奥西山

東山

大遠見山

犬ヶ岳

糸魚川市

小谷村

白馬村

小蓮華山

風吹岳

碑田山

根
知
川

薬師岳

新潟県

長野県

計画基準点

前崩沢砂防堰堤

平川流域砂防設備改築
ひらかわ

まえくずれさわ

R８
事業費
【当初】
(百万円)

箇所数水系名

１，６０９1３直轄
砂防

姫川 ７５２４
火山
砂防

2,３６１１７小計

1-1-1 信濃川上流水系梓川流域 上高地上千丈沢砂防堰堤の推進
上高地内では、昭和54年8月発生の土石流により県道上高地公園線が途絶し、観光客約3,000人

が孤立する災害が発生しています。近年においても局所的大雨により土石流が発生し、県道上高地公
園線への危険性が高まる事態も生じています。そのため、土石流対策として上千丈沢に砂防堰堤を整
備を推進します。

上流部の堆積状況

県道（橋）からの視点

計画施設の視点場からの見え方(夏・秋期)

計画砂防堰堤

既存施設

イメージ図

上千丈沢砂防堰堤計画図

R6施工箇所

R7施工箇所以降

凡 例

上千丈沢橋

工事用道路

夏

秋

DX（点群データ）を活用し、
景観への影響を確認

上千丈沢 施工箇所

施工状況（R7.9月末）

上千丈沢

施工箇所

上千丈沢砂防堰堤 諸元
堰堤高：13.5ｍ
堰堤長：181.5ｍ
堰堤形式：透過型重力式コンクリート
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1-1-2 信濃川上流水系梓川流域 上高地河床上昇緩和対策の取り組み

令和７年度搬入土量
国土交通省工事：2,300m3
長野県河道掘削工事：7,000m3

梓川

釜ヶ渕堰堤上流の置き土は、河床上昇緩和対策における掘削土
砂を自然に任せて下流へ流すことを試行的に実施している。
（釜ヶ渕堰堤下流のモニタリングも併せて実施予定）

令和７年度は釜ヶ渕堰堤上流に置き土9,300m3を実施
（令和１２年度までに毎年１万m3程度の置き土を予定）

河童橋 明神橋
大正池

釜ヶ渕
堰堤

掘削
（長野県）

掘削
（国土交通省）

置き土

国土交通省・長野県では「上高地における河床上昇対策の基本的な考え方と実施方針（令和４年３月）」に基づき、
上高地での河床上昇緩和対策に取り組んでいます。

釜ヶ渕堰堤

釜ヶ渕堰堤
（国登録有形文化財）

梓川産屋沢

産屋沢

拡大

令和８年４月２４日撮影

令和８年６月１日撮影

1-1-３ 信濃川上流水系梓川流域 境川渓流保全工（Ⅱ期）の推進

梓川支川の奈川上流域は、荒廃が著しい渓流や崩壊した斜面が多数存在し、度重なる出水によ
り流出した不安定な土砂が河床内に大量に堆積しており、昨今の気象変動による影響で頻発化し
ている集中豪雨により水害・土砂災害が激甚化する危険性が高い流域です。
境川渓流保全工（Ⅱ期）では、渓流保全工の整備を実施します。

奈川 寄合渡地区

奈川

昭和58年9月28日、台
風10号による集中豪雨
により、奈川本川、境川、
栃洞沢などが氾濫し、寄
合渡地区に土砂災害を
もたらしました。

多量の流木

◆昭和58年奈川水害

14号床固工

13号床固工

12号床固工

1１号床固工

1０号床固工

９号床固工

境
川

３.７万m3の河床からの
土砂生産を抑制

国土強靱化予算を活用し整備
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1-1-４ 信濃川上流水系高瀬川流域 日向山床固工群の推進

篭川流域は、脆弱な地質が分布する北アルプスを源流に抱え、河川も急流であるため過去から土砂流
出を伴う被害が発生しています。下流域には大町温泉郷や別荘などの開発が行われていることから、土
砂災害を防止するため、日向山床固工群を整備しています。

日向山床固工群の整備に伴う河道拡幅のため、県道槍ヶ岳線・篭川橋の架け替えが完了し、令和４年
10月2１日に供用開始。令和８年度は日向山第１号床固工の整備を推進していきます。

（令和１０年度完成予定）

篭川橋

篭
川

高瀬川

日向山第１号床固工

高瀬川

篭川橋

篭
川

・流下能力 約500m3/s
→約770m3/s に向上

・約23万m3の河床からの
土砂生産を抑制

1-1-５ 信濃川上流水系高瀬川流域 丸山砂防堰堤改築の推進

高瀬川流域の鹿島川は荒廃が激しく、河床内に不安定土砂が大量に堆積していることから、土砂生
産・流出が活発な河川である。鹿島川の扇状地には大町市街地が控えているため、土砂流出に伴う洪
水・土砂氾濫による災害を防ぐ必要があります。

丸山砂防堰堤は昭和37年3月に完成した鹿島川における基幹堰堤です。老朽化した本堰堤を改築
（嵩上）することにより、効果量が大幅に向上して下流域の安全に資するのみならず施設の適切な機能
の維持することができます。（令和８年度完成予定）

大
冷
沢

鹿島川

丸山砂防堰堤

鹿島川

大
ゴ
沢

導流堤

改築により計画捕捉量２.６万m3 増
河床からの土砂生産の抑制７.４万m3 増

国土強靱化予算を活用し整備
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1-2-１ 姫川水系松川・平川流域 砂防堰堤補強の推進

北股第１号砂防堰堤

平川第４号砂防堰堤

北股

北股砂防堰堤

JR大糸線

R148

松川

平川

松川は、白馬八方屋根ｽｷ-場、白馬ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場、温泉などのﾚｸﾘｴ-ｼｮﾝ施設が集中し、平川沿いに
は別荘地が広がり、一大観光ﾘｿﾞ-ﾄ地が形成されており、地域産業の中心的地域となっています。また
それらとともに、JRや国道など重要幹線交通網等があり、これらを保全すべく、上流土砂の調節と不安
定土砂の再移動防止を目的とし北股第1号砂防堰堤補強（天端摩耗対策）及び平川第4号砂防堰堤
補強（天端摩耗対策、前庭部洗掘対策）の整備を行います。

1-2-２ 姫川水系浦川流域 浦川第９号砂防堰堤の推進
浦川流域は、明治44年8月稗田山大崩壊、昭和39年8月豪雨、平成7年7月豪雨など土石流災

害が頻発する流域です。
上流土砂の調節と不安定土砂の再移動防止を目的とし浦川第９号砂防堰堤工事の整備を推進

します。

幸田文 文学碑

浦川橋

稗田山崩れと浦川流域

松ヶ峯

稗
田

山
崩
れ

浦川第９号砂防堰堤

浦川第９号砂防堰堤

浦川

国土強靱化予算を活用し整備

計画捕捉量２.２万m3

河床からの土砂生産の抑制９.１万m3
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1-2-３ 姫川水系浦川流域におけるＩＣＴ施工（無人化施工）
■型枠ブロックを利用したＩＣＴ施工（無人化施工）の実施（令和３年度）

姫川水系浦川において、侵食の進行した渓岸部の護岸施工にあたり、長大法面の崩落・落石
の恐れがあることから、施工時の安全確保のため無人化施工を実施しました。

【施工内容例】 護岸工 ３６ｍ
・土工：2310m3
・コンクリート工：518m3
・型枠工（型枠ブロック）：216個
・無人ＢＨ（１．４m3） １台
・無人ＢＨ（０．８m3） １台

無人化施工（型枠ﾌﾞﾛｯｸ据付）

無人化施工（土工）

浦川

床堀

（無人掘削）
床堀

（無人掘削）
床堀（有人掘削）

型枠ブロック（６段積み）

均しコンクリート 高流動コンクリート

中詰コンクリート 21-8-40BB

無人化施工（護岸ブロック）

有人施工（根固ブロック）

1:
0.
5 1

:
0
.
0

異形ブロック（8t） 3列

無人化施工（コンクリート工）
平面図

断面図

工事箇所

川側 山側

無人化施工エリア

重機操作者

重機操作者

重機操作者

1-2-４ 姫川水系小滝川流域 田中川砂防堰堤の推進

平成２８年８月の台風第９号に伴う大雨の影響で、小滝川右岸（糸魚川市前川地区）の斜面が一
部崩落したほか、左支川田中川にて発生した土石流により、発電施設の一部が被災しました。

砂防堰堤工の整備により、保全対象である電力施設を土石流による被害から保全するとともに、
姫川水系の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させ、保全対象である糸魚川市をはじめと
した沿川地域における安全と安心を確保します。（令和１０年度完成予定）

■小滝川左支川田中川で発生した土石流への対策

小滝川小滝発電所

田中川

岩倉川

田中川砂防堰堤

計画捕捉量２.１万m3

国土強靱化予算を活用し整備
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1-2-5 姫川流域 葛葉上流第４号床固工の推進
姫川本川の葛葉地区は、平成7年7月11日から12日の梅雨前線豪雨による姫川の増水時に葛葉

峠左岸山腹斜面の直下が渓岸侵食を受け、約12万m3もの土砂が下流に流出しました。
この土砂流出で葛葉地区下流域は河床が最大約10ｍ上昇し、堤防上を越水・土砂氾濫が発生し、

姫川温泉や国道148号、JR大糸線に甚大な被害を及ぼしました。このため、再度災害防止のため、
既設護岸工及び床固工の施設補強により、適切な施設効果を維持します。

葛葉上流第４号床固工

姫川

○令和6年能登半島地震では、石川県からの要請により北陸地方整備局からTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の砂
防総合司令班、被災状況調査班（砂防）、通信班(Car-SAT)等として、松本砂防事務所からのべ25名（R6.1.3(水)～
3.19(火)）が派遣されました。また、令和6年9月能登半島豪雨においても松本砂防事務所からのべ１３名（R6.９.２４
(火)～10.1１(金)）が派遣されました。

○松本砂防事務所からの派遣職員は、主に石川県輪島市、珠洲市等における土石流危険渓流、急傾斜地崩壊危険箇所
等の土砂災害危険箇所の調査や通信途絶箇所における道路啓開状況等の報告を実施しました。

○ TEC-FORCEの活動は公共土木施設や土砂災害危険箇所等において被災箇所(範囲)及び迅速な被害の状況の把
握、危険度の判定、被害(概算)額の算定を行い、二次被害の発生及び被害の拡大防止、迅速な復旧、復興を支援するこ
とを目的に実施。各調査結果は、各被災自治体へ報告し、災害報告等に活用しました。

2-1 大規模土砂災害への対応
（TEC-FORCE[令和６年能登半島地震災害、同年9月能登半島豪雨災害(石川県への派遣)]）

被災状況調査（UAVによる空撮）

被災自治体への調査概要説明 被災状況調査(急傾斜地崩壊防止施設)被災状況調査(急傾斜地崩壊防止施設) 被災状況調査(崖崩れ・落石状況)

被災状況調査(崖崩れ) 被災状況調査(地すべり) 通信班(Car-SAT)
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2-2 大規模土砂災害対応力の強化
（大規模土砂災害を想定した地方自治体との合同防災訓練）

日 時：令和７年７月１０日（木）13:３0～1６：２０
参加機関：糸魚川市、新潟県、新潟地方気象台、北陸地方整備局、

松本砂防事務所 他 計47名 ※一部機関はリモートにて参加
メイン会場：糸魚川市ふれあいセンター ビーチホールまがたま
訓練方式：学習型訓練
災害想定：○強震度の地震に起因する河道閉塞・地すべり

○地震発生後の豪雨※によって拡大する土砂災害（複合災害）
※）平成7年7月11日豪雨災害相当を想定 糸魚川市長 久保田郁夫氏

糸魚川市長による講評
本訓練を通じ、災害時の意思

決定は人命の救助に直結するこ
とから、責任の重大さを痛感した。
的確な行動をとるため、地域特性
を踏まえた上での様々な思案が
必要である。今後も関係機関と連
携を深めることで災害時の対応
力の強化に尽力したい。

■令和７年度の開催概要

平成26年神城断層地震や平成28年熊本地震、令和元年東日本台風など大規模なものから、令和3年8月に長
野県岡谷市で発生した局所的なものまで多くの土砂災害が長野県内をはじめ全国各地において頻発しています。

これらを踏まえ、国土交通省松本砂防事務所では、関係行政機関とともに、大規模土砂災害発生時に住民が適
切に避難できるよう関係機関が取るべき一連の行動を確認・共有し危機管理体制の強化を図ることを目的とした
合同防災訓練を開催しています。

大規模土砂災害発生時における各機関との連
携や情報共有の流れを確認することができた。訓
練での学びを活かして防災力の向上を図りたい。

参加職員によるふりかえり
メイン会場（全景）

サテライト

メイン会場

2-2 大規模土砂災害対応力の強化
（長野県への備蓄資材の貸与：白馬村黒豆沢土石流災害の例）

令和５年12月16日に発生した白馬村黒豆沢土石流災害への長野県の応急対策のため、
松本砂防事務所が所有する備蓄資材を貸与

アンカーネット式構造物

仮設導流堤（ブロック約３００個）

応
急
対
策
の
た
め
の
安
全
確
保

令和6年3月
までに
完成

令和６年４月１３日に小規模な土石流発生

アンカーネット式構造物

・令和６年４月１３日の土石流発生時に土石流センサーが
作動し、作業員は避難。けが人なし。

・たまった土砂はネットを開放し撤去。
再度ネットを緊張し、引き続き設置。

約300m3の土砂を捕捉

・迅速かつ安全な応急対策に貢献。

・松本市安曇上高地内の梓川では、環境省管理の護岸が
出水により被災した際には、コンクリートブロックを緊急的
に貸与。（令和２年度から１３５個貸与中）
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2-3 焼岳・乗鞍岳火山噴火緊急減災対策の推進
火山災害は、いつどこで起こるか想定が難しいです。このため、火山噴火に伴い発生する土砂災害に対して、

ハード対策とソフト対策からなる緊急対策を迅速かつ効果的に実施し、被害をできる限り軽減（減災）すること
により、安心で安全な地域づくりに寄与しなければなりません。
このため管内の活火山である焼岳・乗鞍岳について火山噴火による土砂災害への減災対応を図るために「火
山噴火緊急減災対策砂防計画」を策定しました。

大正4年の焼岳大噴火

■日本の活火山 111火山
常時観測火山※ 50火山
・松本砂防事務所管内における対象火山

３火山（焼岳・乗鞍岳・新潟焼山）

噴火発生前 ソフト対策
① 火山防災協議会作成のハザードマップを参考とし、

降灰後の土石流と融雪型火山泥流による想定被害箇所を把握
② 緊急減災対策砂防計画として監視体制の構築
③ 実践的な火山防災計画のための防災訓練を実施。

緊急調査噴火発生後

緊急ハード対策

降灰量調査やリアルタイムハザードマップ作成 など

■火山噴火緊急減災対策砂防計画の作成（焼岳、乗鞍岳）
乗鞍岳の想定噴火口付近

緊急ソフト対策

仮設堰堤、仮設導流堤などの整備 など

監視・観測機器の緊急的な設置 など

※全国111の活火山のうち、「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」として火山噴火予知連絡会によって選定された50火山
については、気象庁が噴火の前兆を捉えて噴火警報等を適確に発表するために、地震計、傾斜計、空振計、GNSS観測装置、監視カメラ等の火山
観測施設を整備し、関係機関（大学等研究機関や自治体・防災機関等）からのデータ提供も受け、火山活動を24時間体制で常時観測・監視し
ています。

■緊急対策（ハード・ソフト）の主な内容
対策の実施機関：長野県、岐阜県（※要請により国土交通省が支援）
(目的)土砂移動の氾濫をできる限り減少させ、保全対象付近で被災人家を無対策時より低減させるほか、避難対

策支援として最低限の避難路の確保ができるようにする。
（工法）対策として、柔構造物工、コンクリートブロック積み仮設堰堤工や仮設導流堤工などを実施する。

■乗鞍岳火山噴火緊急減災対策砂防計画の概要（令和2年3月策定）

【乗鞍岳における緊急ソフト対策のイメージ】

仮設堰堤工

柔構造物工

仮設導流堤工

【乗鞍岳噴火に伴う土砂移動への緊急減災対策実施予定箇所（案）】

－実効性向上に向けた取り組みに向けてー
各関係機関での役割分担を確認しつつ、継続的な連携・情報
共有を図る必要であります。このため火山防災協議会と連携
し、火山噴火を想定した防災演習の実施、防災教育や広報活
動等を行い、乗鞍岳における火山の知識と防災向上に努めて
いきたいと考えております。

■焼岳・乗鞍岳火山防災協議会との連携
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3-１ 砂防事業の効果（信濃川上流水系梓川流域）
令和６年7月の豪雨において梓川流域の八右衛門雨量観測所では、連続雨量163mmを記録し、八右衛門沢では土砂流出

が発生しました。堆積工が整備されており、約1,500m3の土砂を捕捉しました。
日本屈指の山岳景勝地である上高地への主要アクセス道である県道上高地公園線や宿泊施設等、保全対象への被害を未然

に防止し効果を発揮しました。
令和7年は、約160万人が上高地に来訪。令和6年において上高地での観光消費額は、約94億円。

梓川

八右衛門沢

八右衛門沢橋
（県道上高地公園線）

霞沢岳

左支川

右支川

堆積工

宿泊施設

土砂災害警戒区域

八右衛門沢橋

令和6年7月4日撮影平成20年8月撮影

八右衛門沢橋
全景

約1,500m3の土砂を捕捉
（10tダンプ 約300台分）

土砂流出発生前（R6.6.21） 土砂流出発生直後 （ R6.7.1 ）

3-２ 砂防事業の効果（姫川水系松川流域）
平成7年7月水害において松川流域は、それまでの最大降雨量(総雨量582mm)を記録し、これは昭和 34年伊勢湾

台風災害時に対して約3倍に及ぶ大雨でした。さらに平成29年には過去最大の総雨量987mmを記録しましたが、砂
防堰堤等の整備が進められており、土砂災害の発生が抑制･防止され、被害が減少しました。

家屋の流出・浸水：114戸 家屋の全壊･浸水等:０戸

平成29年大雨後の状況 松川上流北股入川

北股下流砂防堰堤 流出土砂捕捉状況松川が決壊し氾濫

昭和34年被害状況 白馬村森上地区等

北股第3号砂防堰堤
流出土砂捕捉状況

平成7年7月水害後の状況
松川上流北股入川

各災害おける白馬村内の雨量,被災家屋数､砂防施設数

昭和34年災害時の土砂氾濫・冠水区域

昭和34年

平成7年災害時の流下範囲

約300戸被害防止

平成7年
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○ 昭和30年代まで、白馬村は度々土石流や土砂・洪水氾濫による被害を受けました。

その後、国・県の連携した砂防事業により地域の安全度が向上し、集落や観光施設の立地が進む等、土地利用が高度化。

○ 現在は年間約290万人※が訪れる四季の自然を活かした国際的な山岳リゾート地となっています。 ※出典：白馬村HP（令和7年）

砂防事業が、白馬村の「なりわい」である観光を支えるとともに、住民の安全・安心な暮らしを守り続けています。

・北アルプスの景観・良質な雪・温泉を基盤に、

スキーをはじめ四季型観光が定着していま

す。

・1998年冬季五輪会場、令和7年UNWTO「ベス

ト・ツーリズム・ビレッジ」選出
白馬村公式観光サイトより引用白馬八方尾根HPより引用

ウィンタースポーツ・山岳観光

はくばむら くろまめさわ

砂防事業による保全（白馬村 黒豆沢）

被災時(R5.12) 施設完成

人的被害なし
全壊１戸、床下浸水１４戸

・宿泊・別荘・飲食の集積が進み、スキー・登山・
温泉と結びつく観光関連産業が地域経済を支
えています。

・砂防による安全確保が投資・雇用・人材定着を
後押しし、観光の継続・発展と「持続可能な観
光まちづくり」を支えるています。

昭和34年（1959年）9月松川災害の被災状況

白馬村誌より引用

白馬村役場

国道148号

［
万
人
］

［
円
］

黒豆沢 堆積工

源太郎砂防堰堤

みそら野別荘地

白馬村市街地

和田野の森別荘地

松本砂防事務所所管分

砂防堰堤

床固工・帯工

姫川砂防事務所所管分

砂防堰堤

床固工

山腹工

雪崩防止施設

Google

白馬八方尾根スキー場

倉下別荘地

欧米やアジアからの観光客が増加し、高級ホテルやコンドミニアムの
新設、海外投資家による別荘・商業施設購入の需要も増え、地価も急
騰している。

白馬ジャンプ競技場

上昇率 全国1位
（村道和田野線）

［円］

元村長の横沢 裕氏が、観光を
主産業として今日の発展に至っ
た陰に、安全で安心な地域づく
りを支える「砂防」があったこと
への思いを記した石碑

名鉄別荘地

3-3 砂防事業の有効活用［ストック効果］（姫川水系平川・松川流域）
「産業、なりわい」を守る砂防事業（地域の観光産業）

※本資料は国土交通省松本砂防事務所と
長野県で共同で作成したものです。

「はじめのに砂防ありき」の碑

着手時【平成22年度(2010年度)】

完了時【令和23年度(2041年度)】

着手時：1/30確率規模

完了時：1/30確率規模

凡 例

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満
1.0m以上 2.0m未満
2.0m以上 3.0m未満

3.0m以上

凡 例

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満
2.0m以上 3.0m未満

3.0m以上

3-4 砂防事業の効果［土砂・洪水氾濫に伴う被害軽減］ （姫川水系）

氾濫解消

氾濫解消

着手時：1/50確率規模 完了時：1/50確率規模

着手時【平成22年度(2010年度)】 完了時【令和23年度(2041年度)】

糸魚川市内
白馬村内

姫川

姫川

松川

平川 平川

松川

○姫川水系における土砂・洪水氾濫に伴う被害は、新潟県糸魚川市街地における氾濫被害と、各支川流域内及び姫川本川との合流

点付近における氾濫被害が想定されます。

○事業目標が完了した場合、糸魚川市内では30年超過確率規模の降雨で発生する氾濫被害の範囲が縮小し被害が軽減されます。
また、長野県北安曇郡白馬村の松川・平川流域では50年超過確率規模の降雨で発生する氾濫被害が解消します。
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３-５ 砂防インフラツーリズム（姫川水系 おたり直轄砂防めぐり）

■ツアー行程 小谷村役場(8:00) → 中股川1~3号砂防堰堤 → 姫川左岸・葛葉峠山腹砂防工事現場 → 蒲原沢土石流災害現場 → (昼食) → 浦川上流域
→浦川第2号上流砂防堰堤 → 浦川第8･9号砂防堰堤(浦川橋より) → 浦川下流第3~6号砂防堰堤 → 浦川スーパー暗渠砂防堰堤 → 小谷村役場(16:15)

中股川第３号砂防堰堤 葛葉山腹工 浦川第２号上流砂防堰堤

浦川スーパー暗渠砂防堰堤 浦川下流第3～6号砂防堰堤 浦川第９号砂防堰堤＜浦川橋＞

【当日ツアー状況】

■（一般社団法人）小谷村観光連盟のツアーHPサイトの紹介文＜抜粋＞
「新企画！国土交通省管轄となる「直轄砂防」にスポットを当てたツアーです。小谷村内にある直轄砂防施設や砂防工事現場をめぐりなが
ら、国土がどのように保全されているのか、国土を保全するために何が行われているのか、これらを肌で感じ、見て、考えていただきたい
と思います。通常では立ち入ることのできない現場など、レア感満載の今期一押しのプランです。」

長野県小谷村でインフラツアーを開催している(一社)小谷村観光連盟が、直轄砂防施設を対象としたツアーを企画。
令和5年10月に初回が開催され、定員18名で丸1日かかるツアーとなるが、募集開始後数日で定員満員。令和5年11月
の第2回開催の募集も満員御礼でキャンセル待ちの盛況ぶり。

3-６ 工事安全対策の強化
○平成8年12月6日に死者14名、負傷者9名を出した蒲原沢土石流災害から令和８年度で３０年となります。
○この災害を風化させることなく、砂防工事現場の安全対策向上を目的に松本砂防事務所工事安全対策研究発

表会を平成10年から実施しております。

○工事安全研究発表会の発表を通じ、砂防工事の安全対策でのＢＩＭ/ＣＩＭ活用事例が広がっています。

◎ 国土交通省北陸地方整備局
松本砂防事務所

〒390-0803 長野県松本市元町1-8-28
Tel ：0263-33-1115
Fax：0263-33-6086
E-mail：matumoto@hrr.mlit.go.jp

○梓川出張所 〒390-1501 長野県松本市安曇124-10
Tel：0263-94-2344 Fax：0263-94-2945

○姫川出張所 〒399-9301 長野県北安曇郡白馬村北城6929-2
Tel：0261-72-2254 Fax：0261-72-3544←ホームページ

BIM/CIM（Building / Construction Information Modeling, Management）とは、建設事業で取扱う情報をデジタル化することにより、調査・測量・設計・施工・維持
管理等の建設事業の各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連の建設生産・管理システムの効率化を図ることです。

令和６年度工事安全研究発表会 発表論文 最優秀賞
３ＤＣＩＭモデルに時間軸を加えた４Ｄシミュレーションを用い各施工段階を可視化し災害リスク、安全を確保した最適工程を把握

令和７年度工事安全研究発表会 発表論文

・２班の同時施工で連携が必要な現場。
・４Ｄシミュレーションは現場経験によらず、直感的に理解しやすい。
・監理技術者が作業員とともに、ミーティングにおいて、施工手順・工程に無理がないか
の確認、災害リスクの洗い出し・対策を実施。

・豊富な現場経験がないと理解が難しい、構造物干渉部となる副堰堤工と側壁工の
コンクリートの打設順序、副堰堤工の足場撤去、型枠撤去の時期を作業員と確認。
無事故で施工完了。

・３ＤＣＩＭモデルを使用し、施工順序毎に構造物を表示。既設構造物との取り合いや
最終的な出来形の理解度向上に繋がり、工程ごとの危険箇所の洗い出しに活用。

・外国人技能実習者にも「わかりやすい」と好評。無事故で施工完了。

BIM/CIM適用工事（受注者希望型） 受注者から活用希望あり

令和６年度工事安全研究発表会の発表論文（上記）を参考に、構造物の３Ｄモデルを作成。

BIM/CIM適用工事（受注者希望型） 受注者から活用希望あり
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